
  
立秋も過ぎ、暦の上では秋を迎えましたが、まだまだ暑い日が続いていますね。この夏は、従来の祭りや

各行事も開催され、各地で盛り上がりや賑わいを見せる反面、風雨による災害も多くありました。皆さんに

とってはどんな夏休みでしたか？心身ともにリラックスできエネルギーをいっぱい溜めることのできた休

みだったでしょうか？ 

さあ、新しい一節、２学期のスタートです。 

 

★子どもに関することを専門カウンセラーに相談するこ

とができます。9 月の相談できる日時は、下記の通りで

す。相談時間は、お一人約５０分です。何か悩み事や相

談事があれば、是非ご連絡下さい。お待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

【 9月の予定 】 

・ 1日（金）終日　・ 6日（水）終日　・ 8日（金）終日 　・13日（水）終日　　 

・15日（金）終日　・22日（金）終日　・27日（水）終日 　　　 
 
 

★日　　程　　午前３枠、午後３枠の計６枠となっていて、１枠の時間は約５０分になります。 

★相談場所　　宿毛市希望ヶ丘１番地（市役所２F） 

★連 絡 先　　☎ 62-1247（教育研究所：澤近） 

 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　  

 

「教育相談」と聞けば、何か重い印象をもたれるかもしれませんが、 

子どもさんに関して気になること、悩み事、不登校に関すること etc 

主任相談員や２名のスクールソーシャルワーカー（SSW）とも気軽に 

相談できます。大切なお子さんのことについて、一緒に考え合いましょ 

う。待っていますね。 

 

★相談場所　宿毛市中央２丁目７番１４号（文教センター１F） 

★連 絡 先　☎ 63-3394（ふれあい教室：中村） 
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専任カウンセラー 

9 月

カウンセリング時間　　　　午前・・・　９：００～１２：００　 
午後・・・１３：００～１６：００ 

 
専任カウンセラー　　　　　西岡　　駿 

S　C



 

 

 

＜愛情ホルモン、オキシトシンが出る＞ 

乳幼児期のスキンシップによる非常に重要な効果として、オキシトシンというホルモンの分泌が挙げられます。

オキシトシンとは情緒を司るホルモンで、きちんと分泌されることで怒りや恐怖心、闘争心などをコントロール

しています。オキシトシンが正常に分泌されれば、他者を信頼し安心して良好な人間関係を育むことができます。

一方、分泌が不十分であれば怒りや恐怖心、闘争心などがコントロールできなくなり、いわゆる「キレやすい」

状態になります。子どもが社会性をもった大人になるには、このオキシトシンが正常に分泌されることがとても

重要です。他者への信頼が育つと情緒が安定し、一人でも過ごせるようになります。スキンシップによって心が

満足するので、自立するのも早くなるといわれています。 

 

＜蓄積して将来にも影響する＞ 

オキシトシンは情緒を安定させ、親子の愛情を深めるホルモンですが、小さい頃にしっかり分泌されていない

と大人になってから出にくくなるという特性があります。幼い頃にスキンシップが足りない状態で育つと、生涯

にわたってオキシトシンが出にくくなり、情緒不安定な状態が続いてしまうのです。 

スキンシップをたくさん受けた子どもには、このような傾向があるといわれています。 

・愛情深く、優しい子どもになる 

・ストレスに強い 

・社会性が高い 

・IQ が高い 

・協調性がある 

小さな頃に受けた愛情は一生の宝物になりますよね。 

【前回のレッツチャレンジ解答】 

スマートフォンでした。
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便利な世の中じゃが 

使い方は十分 

　考えんといかんきに～！ 


